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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

商
工
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方

に
は
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
阪
北
部
地
震
を
は
じ
め
、

西
日
本
豪
雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

な
ど
国
内
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
、
本
県
で
も
相
次
ぐ
台
風
に
よ
り

会
員
事
業
所
に
甚
大
な
被
害
が
で
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
全
体
と
し

て
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
維
持
し
て
い

ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は
、
急
速
に

進
む
過
疎
化
や
人
口
減
少
を
背
景
に
需

要
減
少
、
人
手
不
足
や
後
継
者
問
題
な

ど
構
造
的
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
や
、
軽
減

税
率
制
度
の
導
入
、
働
き
方
改
革
な
ど

経
営
環
境
の
変
化
に
も
計
画
的
に
準
備

を
進
め
、
的
確
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
商
工
会
で
は
、
会
員
の
皆

様
の
経
営
課
題
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
経

営
計
画
の
策
定
か
ら
実
行
、
検
証
、
改

善
に
至
る
ま
で
共
に
寄
り
添
い
な
が
ら

支
援
を
行
う
こ
と
を
組
織
の
最
重
点
目

標
に
掲
げ
、
一
企
業
で
も
多
く
の
会
員

事
業
者
が
持
続
的
な
発
展
が
で
き
る
よ

う
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
事

業
承
継
に
つ
い
て
も
会
員
事
業
者
の
実

情
を
お
聞
き
し
な
が
ら
積
極
的
に
ご
支

援
す
る
と
も
に
、
国
や
県
の
施
策
を
フ

ル
に
活
用
し
な
が
ら
、
会
計
ソ
フ
ト
や

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
の
導
入
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
使
っ

た
生
産
性
の
向
上
の
支
援
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

地
方
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
持
続
的
な
成
長
を
促
し
、
地
方
経
済

の
振
興
と
地
方
の
創
生
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
役
職
員
が
心
を
一
つ
に

し
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
安
心
し
て
経
営
に
専

念
で
き
、
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
商
工
会
の
皆
さ
ん
に
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
十
一
月
二
十
五
日
の
県
知
事
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
の
御

支
持
を
頂
き
、
さ
ら
に
四
年
、
県
政
の
舵
取

り
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
十
二
年
間
、
ふ
る
さ
と
和
歌
山
を
元

気
に
す
る
た
め
全
力
投
球
で
取
り
組
み
、
和

歌
山
の
新
た
な
経
済
発
展
の
た
め
の
条
件
が

よ
う
や
く
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
産
業
競
争
力
の
源
泉
で
あ
り
、

命
の
道
で
も
あ
る
高
速
道
路
網
を
始
め
、
府

県
間
道
路
や
県
内
幹
線
網
、
各
都
市
の
幹
線

街
路
も
格
段
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
公

共
調
達
制
度
、
産
業
振
興
の
制
度
、
農
林
水

産
業
の
振
興
策
な
ど
も
か
な
り
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
努
力
に
よ
り
、
徐
々
に
和

歌
山
の
す
ば
ら
し
い
自
然
、
観
光
資
源
な
ど

が
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
結
果
、
新
し
い
産
業
活
動
が
数

多
く
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、
内
外
の
観
光
客

の
増
加
な
ど
も
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
の
経
済
停
滞
や
高

齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
和
歌
山
県
が
抱

え
て
き
た
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
完
成
し
て
お

り
ま
せ
ん
し
、
産
業
活
動
の
「
爆
発
」
も
ま

だ
ま
だ
で
す
。
地
震
・
津
波
対
策
や
風
水
害

対
策
も
加
速
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
少
子
・
高
齢
化
対
策
も
充
実
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
減
に
も
歯
止

め
を
か
け
る
目
途
が
ま
だ
た
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
困
難
な
課
題
に
も
果
敢
に

挑
戦
し
続
け
、
よ
う
や
く
整
い
つ
つ
あ
る
発

展
の
た
め
の
条
件
を
生
か
し
力
強
い
発
展
を

現
実
の
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
中
で
も
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
不

可
欠
な
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
に
向

け
て
は
、
そ
の
伴
走
者
で
あ
る
商
工
会
の
役

割
が
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
商
工
会
と
の

連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
地
域
の
事
業
者

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
５
月
に
は
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
新

元
号
と
な
り
、
今
ま
さ
に
新
し
い
時
代
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
時
代
の
中
、
和
歌
山
県
人
の
「
進
取

の
気
性
」
で
和
歌
山
県
発
展
の
駆
動
力
と
な

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
全
力
投
球
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
一
年
が
、
商
工
会
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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和歌山県商工会
青年部連合会 

会長 石倉 大裕

和歌山県商工会
女性部連合会 

会長 岡田 幸子

し
ま
す
。
式
典
で
は
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
想
い
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻

み
、
そ
の
想
い
を
次
世
代
に
繋
げ
る

こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
皆
様
方
の

ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
台
風
等

の
影
響
に
よ
り
各
地
域
で
甚
大
な
被

害
も
発
生
し
ま
し
た
。
未
だ
多
く
の

方
々
が
被
災
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

青
年
部
は
地
域
の
垣
根
を
越
え
、
岡

山
県
真
備
地
域
や
県
内
商
工
会
地
域

の
復
旧
に
大
き
く
貢
献
す
る
な
ど
、

青
年
部
の
「
絆
」
の
強
さ
に
改
め
て

感
銘
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
「
Ｉ
Ｔ
補

助
金
」
や
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
」
な
ど
小
規
模
事
業
者
が
持

地
震
や
西
日
本
大
豪
雨
、
台
風
に
よ
り

多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
本

県
で
も
台
風
に
伴
う
豪
風
雨
に
見
舞
わ

れ
、
県
内
の
広
い
範
囲
で
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
商
工
会
女
性
部
も
、
義
援
金

活
動
の
一
環
と
し
て
「
災
害
積
み
立
て

１
０
０
円
募
金
」
に
取
り
組
み
、
被
災

地
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、

全
女
連
か
ら
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域

へ
の
お
見
舞
金
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
日
本
の
経
済
は
緩
や
か
な
回

復
基
調
に
あ
る
と
は
い
え
、
私
た
ち
中

小
・
零
細
企
業
に
お
い
て
は
、
過
疎
化

や
人
口
減
少
に
伴
う
人
手
不
足
、
地
域

内
の
消
費
減
少
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し

い
経
営
環
境
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
か
ら
新
し
い
年
号
と
な

る
本
年
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
加

速
、
消
費
税
増
税
、
働
き
方
改
革
関
連

～
新
し
い
時
代
を
　
　

　
創
造
す
る
た
め
に
～

～
新
し
い
時
代
に
向
け

活
力
あ
る
組
織
づ
く
り
を
～

続
的
に
発
展
す
る
よ
う
に
様
々
な
施

策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来

す
る
と
い
わ
れ
る
中
、
私
た
ち
青
年

部
は
充
実
し
た
施
策
を
最
大
限
に
活

か
し
、
事
業
承
継
や
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
な
ど
積
極
的
に
取

り
組
み
、
自
社
の
発
展
は
も
と
よ
り

地
域
経
済
の
発
展
に
繋
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
下
30
商
工
会
青
年

部
が
連
携
を
図
り
、情
報
を
共
有
し
、

そ
し
て
み
ん
な
で
新
し
い
時
代
を
創

造
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の

ご
繁
栄
と
笑
顔
が
末
永
く
続
く
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

法
案
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
を

と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
商
工
会
女

性
部
は
、
持
ち
前
の
感
性
で
変
化
す
る

経
営
環
境
に
し
な
や
か
に
対
応
し
つ
つ
、

地
域
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
活
力
あ
る

組
織
づ
く
り
に
猛
進
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
“
女
性
部
が
元
気
で
あ
れ
ば
、

地
域
も
元
気
で
あ
る
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に

地
域
振
興
の
発
展
に
一
層
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
幸
せ
な

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
族
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
58
回
商
工
会
全
国
大
会
が
11
月

15
日
、
東
京
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
商
工
会
関
係
者
や
菅
内
閣
官
房

長
官
な
ど
多
く
の
来
賓
の
出
席
の
も

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は

47
名
が
出
席
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
地
方
を
元
気
に
す
る

大
型
経
済
対
策
の
実
施
」
を
は
じ
め

６
項
目
の
大
会
決
議
を
全
会
一
致
で

採
択
し
た
ほ
か
、
商
工
会
の
組
織
運

営
や
事
業
活
動
に
貢
献
し
た
商
工
会
、

役
職
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

本
県
の
受
彰
者
等
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

　

▽
役
員
功
労
者　

長
井
保
夫
（
上
富

田
町
・
会
長
）、
谷
口
英
大
（
同
・
副

会
長
）、
岩
崎
央
（
同
・
副
会
長
）、
山

林
敏
巳
（
中
辺
路
町
・
副
会
長
）
▽
優

良
青
年
部　

古
座
川
町
商
工
会
青
年
部

▽
優
良
女
性
部　

紀
の
川
市
商
工
会
女

性
部
▽
女
性
部
功
労
者　

林
由
美
（
中

辺
路
町
・
部
長
）
▽
優
良
常
勤
役
職
員

杉
本
美
奈
子
（
県
連
・
商
工
会
指
導
員
）

　
全
国
連
会
長
表
彰

▽
役
員
功
労
者　

河
上
泰
三
（
紀
の
川

市
・
理
事
）、
畑
和
成
（
同
・
理
事
）、

川
野
益
弘
（
湯
浅
町
・
理
事
）、
花
野

義
晴
（
同
・
理
事
）、
森
岡
聖
史
郎
（
同
・

理
事
）、保
江
宗
治（
有
田
川
町
・
理
事
）、

杉
澤
純
次（
同･

理
事
）、畑
中
徹
也（
同
・

理
事
）
古
居
裕
章
（
印
南
町
・
理
事
）、

芝
泰
久
（
す
さ
み
町
・
副
会
長
）、
間

所
準
次
（
同
・
理
事
）、
堀
谷
伸
二
（
同
・

理
事
）、吉
村
利
喜
男（
串
本
町
・
理
事
）、

原
昭
雄
（
同
・
理
事
）
▽
女
性
部
功
労

者　

桝
田
和
美
（
串
本
町
・
監
事
）
▽

優
良
常
勤
役
職
員　

南
容
子
（
有
田
川

町
・
経
営
指
導
員
）、
能
城
廷
子
（
中

辺
路
町
・
補
助
員
）、
中
本
篤
男
（
県
連
・

専
門
経
営
指
導
員
）、中
井
敏
美（
県
連
・

商
工
会
指
導
員
）
▽
事
業
推
進
優
良
商

工
会　

す
さ
み
町
商
工
会
（
持
続
化
補

助
金
の
活
用
等
）

６
項
目
の
大
会
決
議
を
採
択

　
本
県
か
ら
47
名
参
加

　
第
58
回
商
工
会
全
国
大
会

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
部

員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
や
は
り
和
歌

山
県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
創
立
50
周
年
記
念
式
典

の
開
催
が
一
番
に
思
い
出

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
和
歌

山
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

事
業
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
北
海
道
胆
振
東
部

大
会
決
議
事
項

Ⅰ�　

地
方
を
元
気
に
す
る
大

型
経
済
対
策
の
実
施

Ⅱ�　

小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
支
援
策
の
大
幅
拡
充

Ⅲ�　

地
方
創
生
に
向
け
た
農

商
工
連
携
の
推
進

Ⅳ�　

消
費
増
税
・
軽
減
税
率

へ
の
万
全
な
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
事
業
環
境
の
整
備

Ⅴ�　

被
災
地
域
の
復
興
支
援

と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援
の
推
進

Ⅵ�　

会
員
増
強
・
組
織
率
向

上
に
よ
る
組
織
強
化

祝辞を述べる菅内閣官房長官
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和
歌
山
県
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局
か
ら
非
上
場
法
人
企
業
の
オ
ー
ナ
ー

社
長
さ
ん
へ
の
事
業
承
継
税
制
（
納
税
猶

予
制
度
）
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

平
成
三
〇
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

事
業
承
継
時
の
贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税

を
猶
予
す
る
事
業
承
継
税
制
が
大
き
く
改

正
さ
れ
、
一
〇
年
間
限
定
の
特
例
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
所
定
の

要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
特
例
承
継
計

画
を
作
成
し
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日

ま
で
に
県
庁
商
工
振
興
課
に
提
出
す
る
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

事
業
承
継
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
採
用
】11
月
19
日	

▽
黒
野
光
佑（
す
さ
み
町
）

１
月
１
日	

▽
佐
藤
菜
南（
県
連
）

【
退
職
】11
月
８
日	

▽
北
畑
行
規（
す
さ
み
町
）

12
月
１
日	

▽
加
賀
建
自（
県
連
）

　

全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
ニ

ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
11
月
16
日
か
ら

18
日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
池
袋
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
展
示
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
期
間
中
、
会
場
に
は
15
万
人
を
超

え
る
来
場
者
が
訪
れ
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　

今
年
は
全
国
各
地
か
ら
３
５
６
事
業
者

が
出
展
。
本
県
か
ら
は
、
梅
干
や
酢
な
ど

を
取
り
扱
う
９
企
業
が
出
展
し
、
来
場
者

に
自
慢
の
逸
品
を
積
極
的
に
売
り
込
ん
で

い
た
。

　

物
産
展
に

参
加
し
た
事

業
者
は
「
首

都
圏
の
消
費

者
が
何
を
求

め
て
い
る
の

か
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が

で
き
、
新
た

な
商
品
開
発

に
繋
げ
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
魚
義
商
店
（
湯
浅
町
）
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
「
梅
塩
の
干
物
＆
湯
浅
醤
油

の
味
醂
干
し
の
干
物
セ
ッ
ト
」
が
消
費
者

へ
の
訴
求
力
や
市
場
性
が
高
い
と
評
価
さ

れ
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

東
牟
婁
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
伴

走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
を

活
用
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
伊
勢
丹
L
O
T
10
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
日
本
ふ
る
さ
と
名
産
食
品
展
」
に
出
展

し
、
参
加
事
業
者
の
販
売
支
援
を
行
っ
た
。

　

こ
の
食
品
展
は
一
般
財
団
法
人
自
治
体

国
際
化
協
会
が
主
催
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域

へ
の
販
路
開
拓
に
向
け
た
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
事
業
者
の
海
外
進
出

を
支
援
す
る
も
の
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、出
展
に
あ
た
っ
て
、

各
種
税
金
と
輸
送
コ
ス
ト
を
加
味
し
た
売

価
設
定
、
英
語
表
示
等
、
海
外
出
展
は
初

め
て
と
い
う
参
加
事
業
者
の
準
備
作
業
か

ら
支
援
し
た
。

　

現
地
で
は
日
本
の
売
価
の
倍
近
い
価
格
設

定
で
販
売
し
た
が
、
中
間
層
や
富
裕
層
が

増
加
傾
向
に
あ
る
当
地
で
は
、
安
全
安
心

で
き
る
商
品
、

健
康
に
対
す

る
こ
だ
わ
り

は
強
く
、
価

格
に
こ
だ
わ

ら
な
い
購
買

力
を
実
感
し

た
。

　

参
加
者
の

一人
は
、『「
商

品
説
明
が
詳
細
に
で
き
な
い
」「
お
客
様

の
知
り
た
い
と
こ
ろ
を
突
っ
込
ん
で
理
解

で
き
な
い
」
等
の
課
題
は
多
か
っ
た
も
の

の
、
海
外
展
開
へ
の
魅
力
を
実
感
す
る
こ

と
が
出
来
、
今
後
の
販
路
拡
大
へ
の
糧
と

し
て
い
き
た
い
』と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

　

平
成
30
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
書
の
受
付
・
納
付
は
、
平
成
31
年
２

月
18
日
（
月
）
か
ら
同
年
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
で

す
。
ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
の
受
付
・
納
付
は
、
平
成
31
年

４
月
１
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
な
お
、
平
成
28
年

分
以
降
の
申
告
書
等
に
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
」
と
「
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
」
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展

全
国
か
ら
ご
当
地
自
慢
の

　
　
　特
産
品
が
大
集
結
！

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
出
展
支
援

　
  

広
域
商
工
会
東
牟
婁
協
議
会

クアラルンプールでの販売

来場者でにぎわう和歌山県ブース

秋
の
叙
勲　

 

旭
日
単
光
章  

岡
田
幸
子
氏

　

秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、本
会
関

係
者
と
し
て
岡
田
幸
子
氏（
和
歌
山

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
会
長
）

が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。氏
は
永
年
に
わ
た
り
、地
域
の

振
興
と
社
会
福
祉
の
向
上
、と
り
わ

け
女
性
活
躍
の
推
進
に
取
り
組
み
、

地
域
経
済
界
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。ま
こ

と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。晴れの舞台に臨む

岡田県女性連会長

☆ 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

☆

和
歌
山
県
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

商
工
会
人
事
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株式会社近畿日本ツーリスト関西

☎073－431－7224
和 歌 山 支 店 観光庁長官登録旅行業第2039号

〒640-8044　和歌山市板屋町22（和歌山中央通りビル２階）
営業時間9:15～18:00（月～金曜日）  支店長　戸  田　潤  一
（土日祝日はお休みです）

▶「消費税軽減税率対策補助金」（Ａ型）

複数税率対応レジの補助金募集中です！

　本年10月予定の消費税軽減税率制度の実施に伴い、軽減税率への対応が必要となる中小企業・小規模事業者
を対象に、複数税率に対応できるレジを新しく導入、または既存のレジを改修したときに使える補助金です。
 
＜補助対象となるレジ＞ 　指定メーカーの対象製品として登録された機種となります。
＜補助率及び補助上限＞ 　①レジ本体・付属機器　　
   　　補助率2/3・補助上限（1台あたり）20万円
   　 （1台かつ3万円未満は、補助率3/4）（タブレット等汎用端末は、補助率1/2）
   　②商品マスタ設定・設置に要する経費　
   　　補助率2/3・補助上限は、台数×20万円
   　※1事業者が複数台数導入の場合の上限は、200万円
＜申請期間＞
2019年９月30日までに導入・改修等が完了した複数税率対応レジを対象とし、2019年12月16日までに申請（事後申請）
＜申請方法＞
【指定のメーカーや販売店・ベンダー等の協力による代理申請等が利用可能】
　詳細につきましては、次の補助金事務局ホームページでご確認ください。（ http://kzt-hojo.jp/ ）
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嬉
し
か
っ
た
事
は
、
お
客
様
が
納
得
し
て

買
っ
て
く
だ
さ
り
喜
ん
で
帰
っ
て
行
く
姿
を

み
る
こ
と
が
、何
よ
り
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

 

今
後
の
展
望
・
計
画
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

 

今
あ
る
形
を
守
り
つ
つ
、
新
し
い
物
も

取
り
入
れ
進
化
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
の
布
団
屋
さ
ん
は
、
敷
居
が
高
く

て
店
に
入
り
に
く
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
。

　

誰
で
も
気
軽
に
店
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
店
作
り
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

商
工
会
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

ま
す
か
。

 

労
働
保
険
や
、
融
資
相
談
な
ど
色
々

な
こ
と
を
、
気
軽
に
相
談
に
乗
っ
て
い
た

だ
き
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

持
続
化
補
助
金
申
請
の
際
に
は
、
商
工

会
の
経
営
指
導
員
さ
ん
が
丁
寧
に
指
導
し

て
く
れ
ま
し
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

 

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

 

和
歌
山
県
内
の
す
べ
て
の
人
が
、
毎

日
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
全

員
で
、
眠
り

の
サ
ポ
ー
ト

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

お
近
く
に

お
越
し
の
際

は
、
気
軽
に

無
料
測
定
の

体
験
に
来
て

下
さ
い
。

　

お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

 

看
板
設
置
と
店
舗
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

狭
か
っ
た
の
で
、
表
の
店
舗
を
解
体
し
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
た
こ
と
で
、
多
く
の

お
客
様
が
ス
ム
ー
ズ
に
来
店
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

 

経
営
理
念
を
教
え
て
下
さ
い
。

 

人
は
、
１
日
の
お
よ
そ
３
分
の
１
を

寝
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

快
適
な
眠
り
は
健
康
の
秘
訣
で
す
。
身

体
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
寝
具
を
買
う
人
・
売
る

人
・
世
間
の
全
て
の
人
に
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ

る
幸
せ
を
届
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
経
営
上
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
辛
か
っ

た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
辛
か
っ
た
こ
と
は
、
火
事
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
絶
望
的
で
し
た
が
店
の
存
続

を
か
け
て
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
一
生
懸
命

に
再
建
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
今
が
あ
り

ま
す
。

 

貴
社
に
つ
い
て
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

大
阪
で
縫
製
業
を
営
ん
で
い
た
父
が

昭
和
48
年
頃
、
日
高
町
高
家
の
現
地
で
店

を
構
え
寝
具
の
製
造
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ワ
セ
ン
イ
の
名
前
の
由
来
は
、
大

阪
の
大
（
だ
い
）
と
和
歌
山
の
和
（
わ
）

を
取
っ
て「
ダ
イ
ワ
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

私
は
33
歳
で
二
代
目
に
就
き
「
お
客
様

に
満
足
し
て
い
た
だ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

走
り
続
け
て
25
年
が
経
ち
ま
し
た
。
長
男

は
、
静
岡
で
修
行
を
積
ん
で
５
年
前
に
戻

り
現
在
は
、
快
眠
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を

取
得
し
、
日
々
研
鑽
し
一
緒
に
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

 

ど
の
よ
う
な
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
か
。

 

メ
ー
カ
ー
品
の
寝
具
全
般
に
加
え
、

自
社
工
場
で
綿
布
団
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
羽
毛

布
団
を
製
造
し
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
に
よ
り
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
・
枕
は
人

気
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
は
、

ま
ず
立
位
測
定
器
（
フ
ル
ボ
デ
ィ
ー
ト
レ

ー
サ
ー
）
で
頭
か
ら
足
ま
で
体
の
ラ
イ
ン

を
測
定
し
ま
す
。

　

背
面
の
形
状
特
徴
は
、
大
き
く
６
種
類

に
分
類
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
お
客
様
の
身

体
の
凹
凸
に
最
も
フ
ィ
ッ
ト
す
る
、
マ
ッ

ト
レ
ス
・
枕
を
お
作
り
し
ま
す
。

　

測
定
か
ら
出
来
上
が
り
ま
で
１
時
間
く

ら
い
で
敷
マ
ッ
ト
レ
ス
は
２
～
３
週
間
、

枕
は
そ
の
日
に
お
渡
し
出
来
ま
す
。

　

ま
た
枕
に
は
10
年
間
の
無
料
調
整
期
間

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
長
期
間
快
適
に
ご

使
用
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
フ
ル
ボ
デ
ィ

ー
ト
レ
ー
サ
ー
は
、
和
歌
山
県
に
２
台
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

 

持
続
化
補
助
金
が
採
択
さ
れ
た
と
の

事
で
す
が
ど
の
よ
う
に
活
用
し
ま
し
た
か
。

和
歌
山
県
内
の
す
べ
て
の
人
に

 

～
心
地
よ
い
眠
り
～ 

を
届
け
た
い

代表取締役 野村 浩一 氏役 浩村野村浩
（株）ダイワセンイ

（株）ダイワセンイ
住所：〒649-1213
　　　日高郡日高町高家624－1
　　　　　　　(日高町役場となり)
TEL：０７３８－６３－２２３３
FAX：０７３８－６３－２６９３
Mail : daiwa.ky@zb.ztv.ne.jp
HP : https://www.kaiminpro.com/

フルボディートレーサーで測定中

商品イメージしやすい看板
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《
販
促
プ
ラ
ン
と
は
》

　

販
促
プ
ラ
ン
と
は
、
ご
自
分
の
店
舗
の
商

品
陳
列
や
セ
ー
ル
、
新
し
い
商
品
を
出
す
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
準
備
を
行
う
た
め
の
計
画

の
こ
と
で
、
販
促
カ
レ
ン
ダ
ー
と
も
言
い
ま

す
。

　

今
後
の
販
促
プ
ラ
ン
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
、
準
備
な
ど
業
務
開
始

時
期
の
明
示
化
や
、
従
業
員
へ
の
周
知
な
ど

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
一
月
な
ら
、
初
詣
や
成
人
の
日
に

向
け
た
販
促
準
備
を
行
っ
て
い
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。
小
売
店
な
ら
福
袋
や
初
売
り
。

飲
食
店
な
ら
ぜ
ん
ざ
い
を
付
け
る
と
か
、
お

正
月
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
て
み
る
の
も

い
い
の
で
は
。
ご
家
族
向
け
な
ら
ば
、
老
若

男
女
・
お
子
さ
ん
向
け
と
し
て
一
品
を
変
え

て
み
る
の
も
「
お
も
て
な
し
」
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
て
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
を
す
る
に
あ
た
っ
て
事

前
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
落
と
し
込
み
、
フ
ロ

ア
や
厨
房
、
ま
た
営
業
な
ど
全
員
が
、
全
体

の
業
務
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
が
販
促
プ
ラ
ン
で
す
。

　

販
促
プ
ラ
ン
に
は
決
ま
っ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
な

ど
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
く
見
る

の
は
一
年
を
12
か
月
で
区
切
り
店
舗
の
販
促

を
書
き
込
ん
だ
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

細
か
く
な
る
と
週
で
区
切
っ
た
り
季
節
ご
と

に
作
っ
た
り
も
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
は
無
料
の
サ
ン
プ
ル
も
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の
？
》

　

販
促
プ
ラ
ン
を
作
る
に
は
、
ま
ず
歳
時
記

や
冬
休
み
・
春
休
み
な
ど
を
含
め
た
祝
日
、

記
念
日
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
【
出
来
事
】
を
項

目
ご
と
に
す
べ
て
書
き
出
し
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
店
舗
の
業
務
に
直
接
関
係
す
る

も
の
や
間
接
的
に
関
係
す
る
も
の
を
考
え
、

今
後
の
計
画
を
つ
く
る
の
で
す
。

　

項
目
は
、〈
日
付
〉
月
、
曜
日
な
ど
〈
季
節
〉

四
季
や
気
温
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
〈
記
念
日
〉

祝
日
や
「
今
日
は
何
の
日
？
」
な
ど
〈
歳
時

記
〉
年
末
・
年
始
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
法
事

や
お
盆
、
夏
休
み
、
七
夕
、
母
の
日
な
ど
で

す
。

　

さ
ら
に
、〈
レ
ジ
ャ
ー
〉、〈
誕
生
日
や
お

祝
い
〉
や
、〈
今
の
ト
レ
ン
ド
〉
な
ど
も
入

れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
行
っ
て
い
る
な

ら
全
国
に
視
野
を
広
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。〈
検

索
ト
レ
ン
ド
〉
や
各
種
〈
S
N
S
〉
な
ど
は

必
要
に
応
じ
て
販
促
プ
ラ
ン
に
適
用
し
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

《
連
想
し
ま
し
ょ
う
》

　

あ
る
程
度
項
目
を
書
き
出
せ
ば
、次
は【
連

想
す
る
こ
と
】
で
す
。

　

例
え
ば
、
正
月
は
「
受
験
祈
願
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
連
想
で
き
る
の
は
、
御
守

り
→
体
力
を
つ
け
る
→
栄
養
な
ど
が
連
想
で

き
ま
す
。
ま
た
、
春
は
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト

な
の
で
、
一
人
暮
ら
し
や
引
っ
越
し
→
近
隣

へ
の
ご
挨
拶
→
入
社
式
・
入
学
式
→
歓
迎
会

→
お
花
見　

な
ど
を
連
想
し
て
い
く
こ
と
で

店
舗
に
関
連
す
る
販
促
を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
書
き
出
し
た
出
来
事
す
べ
て
が
販

促
に
関
わ
る
か
ど
う
か
は
重
要
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
ウ
チ
の
店
に
は
関
係
な
い
な
」
と

思
っ
て
も
、
ま
ず
書
き
出
し
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

担
当
者
が
ひ
と
り
の
場
合
、
担
当
内
の
出

来
事
は
連
想
し
や
す
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ

以
外
の
業
務
の
中
に
も
販
促
の
ヒ
ン
ト
は
含

ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

あ
る
会
社
で
は
、
ま
ず
プ
ラ
ン
を
作
る
時

に
大
き
な
模
造
紙
を
用
意
し
、
異
な
る
担
当

者
が
全
員
で
そ
こ
に
書
き
込
み
な
が
ら
作
成

す
る
方
法
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
り

で
考
え
る
よ
り
も
、
担
当
す
る
業
務
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
連
想
を
行
う
こ
と
で
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

《
和
歌
山
の
強
み
を
生
か
し
て
》

　

海
や
山
の
あ
る
自
然
に
あ
ふ
れ
る
和
歌
山

県
。
梅
や
桃
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ル
ー
ツ
王

国
で
も
あ
り
、
海
の
幸
も
豊
富
で
す
の
で
、

【
旬
】
の
産
物
を
利
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や

商
品
を
提
供
し
て
い
る
店
舗
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

旬
は
果
実
の
収
穫
後
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
花
の
香
り
や
選
果
の
繁
忙
期
も
あ
る
意

味
旬
の
到
来
で
す
。
陸
に
上
が
っ
た
時
点
の

魚
で
も
、
実
っ
た
果
実
が
見
渡
せ
る
果
樹
地

帯
も
販
促
計
画
の
ア
イ
デ
ア
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
で
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く

「
今
が
旬
。
ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ
」
の

P
O
P
を
作
り
、
お
客
様
に
わ
か
り
や
す
く

提
示
し
ま
し
ょ
う
。
生
産
者
の
顔
や
ひ
と
こ

と
コ
メ
ン
ト
も
つ
け
て
あ
げ
れ
ば
、
安
心
・

安
全
へ
の
訴
求
も
出
来
ま
す
。

《
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
た
く
さ
ん
あ
る
》

　

和
歌
山
県
は
、
京
奈
和
道
の
整
備
に
よ
る

高
野
山
の
ほ
か
、
観
梅
な
ど
で
も
観
光
客
が

増
加
の
傾
向
だ
そ
う
で
す
。
観
光
施
設
に
近

い
店
舗
で
は
、
こ
う
い
っ
た
見
込
み
客
向
け

に
も
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
く
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
し
ょ
う
。

　

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ど
の
観
光
客
の
取
り
込
み
・
訴
求
は
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

万
博
の
実
施
も
、
観
光
客
へ
の
好
影
響
が

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
連
想
を
広
げ

て
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
隣
の
お
客
様
が
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

店
舗
な
ら
お
客
様
の
声
を
反
映
さ
せ
た
現
実

的
な
プ
ラ
ン
は
既
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

多
く
の
見
込
み
客
向
け
の
販
促
が
不
要
と
い

う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
は
ず
。

　

元
旦
は
一
年
の
計
と
申
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
あ
な
た
の
お
店
の
計
画
を
ぜ
ひ
立
て
て

み
て
く
だ
さ
い
。

経営
　アドバイス

ワン
ポイント

株式会社あえもん

代表取締役　児玉　敏昭  氏
〒649-6531 和歌山県紀の川市粉河1720
☎ 0736（60）1708　　　kodama@aemon.jp
http://www.aemon.co.jp/

専門家に聞く

『新たな販促プランを
立てましょう。』

お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
商
工
会
ま
た
は

県
商
工
会
連
合
会
へ
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金利のお知らせ
◆小規模事業者経営改善資金融資  ……………………（年利1.11％）
◆日本政策金融公庫普通貸付融資（基準利率）…（年利2.06％～2.65％）
◆中小企業経営力強化資金（基準利率）…………（年利2.06％～2.35％）

（平成３０年１２月１２日現在）

（
予
定
を
含
む
）

【
１
月
】

４
日　

仕
事
始
め	

８
日　

	

２
０
１
９
年
新
春
賀
礼
会	

（
和
歌
山
市
）

13
日　

職
員
採
用
試
験	

（
和
歌
山
市
）

31
日　

第
２
回
専
務
理
事
会
議	

（
東
京
都
）

【
２
月
】

18
日　

全
国
連
産
業
委
員
会	

（
東
京
都
）

28
日　

全
国
連
理
事
会	

（
東
京
都
）

20
日　
リ
テ
ー
ルマ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
販
売
士
）検
定
試
験

	

（
和
歌
山
市
）

１口の掛金は２，０００円。　少ない掛金でふえる貯蓄！

全ての入院が対象で、日帰り入院から保障！

♪　掛金・加入期間
１口月額２，０００円（１０年満期・５年満期・１０年保障重視）

♪　加入資格　
商工会会員及びその家族並びに従業員が加入出来ます。

♪　貯蓄積立金と利息
毎月の掛金から年１回生命保険料と経費を差し引き、残りの
掛金は加入者積立金となり加入期間中利息を付けて複利計
算します。（平成３０年４月１日から利率は年０．１５％です。）

♪　積立金仮払い制度
急な資金が必要となった時、解約手続きをせずに、積立金の一
部を仮払いできます。（１万円単位でご利用いただけます。）

♪　付属保険
わずかな保険料で交通傷害保険を付けることができます。
交通保険料は、１口につき、年間１，１７０円です。

○　万が一「死亡」した場合には、１００万円をお支払いします。
○　配偶者やお子さまもご加入いただけます。
　　（※ご加入には一定の制限がありますので詳細をご確認願います。）
○　お申込みは簡単です。
　　（面倒な診査はありません。簡単な告知のみです。）

プラン

8,000円

100万円

入院給付金日額

死亡保険金額

プラン プラン

7,000円

100万円

5,000円

100万円

プラン

3,000円

100万円

お申込みプラン プラン

8,000円

100万円

入院給付日額

死亡保険金額

プラン プラン

7,000円

100万円

5,000円

100万円

プラン

3,000円

100万円

お申込みプラン

サポート①　電話による２４時間健康相談サービス
サポート②　医師の手配・紹介サービス
サポート③　メンタルヘルスサポートサービス
是非ご活用ください。（http://www.t-pec.co.jp)

●商工貯蓄共済

●新型医療共済

相談無料
通話無料

和歌山県商工会連合会　０７３－４３２－４６６１
詳しくは、ご加入の商工会または県商工会連合会までお問い合わせください。

＋

「けが」の補償
満６歳～８０歳

●２，０００円コース
●３，０００円コース
●４，０００円コース
▲傷害ライトプラン（１，０００円）
▲シニア傷害プラン（２，０００円）

けがによる死亡･後遺障害､入
院､手術､通院を補償します。

「がん」の補償
満６歳～７４歳

●トータル｢がん｣プラン（３，０００円）
●シニアトータル｢がん｣プラン
　　　　　　　　　　 （６，０００円）
●シンプル｢がん｣プラン（３，０００円）
●シニアシンプル｢がん｣プラン
　　　　　　　　　　 （６，０００円）

がん･けが･疾病による入院､手術等
を補償します。

「生命」の保障
６歳～６５歳

死亡･高度障害を大きく保障
します。

「病気」の補償
けがに付帯

満６歳～７４歳

●医療特約（１，０００円）
●シニア医療特約（１，０００円）

疾病による入院､手術等
を補償します。

●２口（１，０００万円）
　～１２口（６，０００万円）
●割安な掛金で更に配当
　が受け取れます。
●掛金は、年齢･性別に
　より異なります。

ライフプランに
応じて、加入プ
ランをご検討く
ださい。

「けが」の補償の●コースに個人賠償責任保険（最高２億円）が自動付帯！
個人賠償責任保険でご家族全員の賠償事故をカバーします。
例えば、このような事故が起きたとき
●自転車を運転中、あやまって他人と接触してケガをさせた。
●買物中、あやまって商品を落として割ってしまった。
●飼い犬が散歩中に他人に噛みつきケガをさせてしまった。など

新年あけましておめでとうございます。
商工会会員の皆様におかれましては健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
本年も確かな安心をお届けする商工会の共済をどうぞよろしくお願い申し上げます。

●全国商工会会員福祉共済●全国商工会会員福祉共済

商工会税務相談のご案内
各商工会では、税務申告相談などを実施していますので、
お早目にご相談ください。
商工会名 相談日 時間 場所
紀美野町 2月6日、7日、21日、22日 10：00～16：00 商工会

紀の川市

2月18日

10：00～16：00

貴志川支所
2月22日 打田支所
2月25日 貴志川支所
2月26日 粉河支所、打田支所

那賀町 2月18日、20日、26日 10：00～15：00 商工会
かつらぎ町 2月22日 10：00～16：00 商工会
広川町 2月6日 9：00～16：00 商工会
龍神村 1月25日～2月28日 8：30～17：15 商工会
大塔村 2月13日、15日 9：00～17：00 商工会

南紀くろしお 2月26日 9：30～16：00 商工会
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